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業界をリードする統合稼働環境
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ハイライト
●● ● ●ビジネス・アプリケーションのために構築されたオペレーティング・ 
システム、データベース、ミドルウェアの統合環境

●● ● ●安定性とインテグリティーを維持しながら、複数のアプリケーション 
とプロセスをサポートするための仮想化

●● ● ●IBM® Power Systems で優れたビジネス回復力と中断のない拡
張を実現するための最適化

●● ● ●監査とコンプライアンスのツールを使用した信頼性の高いセキュ
リティー

●● ● ●オープン・アプリケーション設計が選択可能であり、モバイル・デ
バイスに対応する優れたインフラストラクチャー・サポートを提供

●● ● ●独立系ソフトウェア・ベンダー (ISV) が提供する数千の業界アプ
リケーション・ソリューションを利用可能

●● ● ●シンプルな操作とストレージ管理

クラウド、モバイル・デバイス、アナリティクスといったテクノロジー
が重要視される今日において、IT に関する意思決定は、かつてな
いほど重要になっています。IBM Power Systems サーバーで稼働
する IBM i を最新のインフラストラクチャーの基盤として選択する
ことは、これらの重要なテクノロジーが潜在的に持つ力を存分に引
き出せることを意味します。企業は、ビジネス部門の定義した高い
サービス・レベルにシステムとビジネス・プロセスで対応できるかど
うか、また、あらゆる新しいビジネス機会に適応できるかどうかを
把握する必要があります。Power Systems で稼働する IBM i は、
データセンターの運用管理にコストと人材を振り向ける代わりに、イ
ノベーションに集中してビジネスに新たな価値をもたらせるよう、長
年にわたり企業を支援してきました。最新の Power Systems のハー
ドウェアと組み合わせて使用することで、IBM i は、優れたパフォー
マンスに加え、ダイナミックな変化が求められるインフラストラク
チャーの柔軟性、最新の機能を、運用コストを削減する機会ととも
に実現します。

今日の企業は、過去のビジネス・アプリケーションに縛られることは
ありません。従来型のビジネス・ソリューションとオープンソース・ソ
リューションとを組み合わせて統合したアプリケーションを構築し
て IBM i 環境で実行したり、Linux に導入しています。IBM i のお
客様は、いずれの方法でもビジネス・ソリューションにおいて幅広い
選択肢を持てるという優位性があり、技術的な柔軟性を享受できます。 
これは、ビジネス上の課題の解決と価値の拡大に役立ちます。

IBM は、IBM i の主要なミドルウェア・コンポーネントの開発や
包括的なテスト、プリロードを事前に行います。その他のプラット
フォームでは、オペレーティング・システムやデータベース、ミドル
ウェアの統合は、データセンターで行われます。IBM i の統合とテス
トを工場で事前に行うという特長は、企業が、アプリケーションを
迅速に導入し、より少ないスタッフで保守する上で重要な要素となり
ます。ワークロード管理を含め、仮想化が組み込まれているため、複
数のアプリケーションを IBM i の単一インスタンスで一緒に実行で
きます。これにより、システムの使用率が向上し、IT 環境はシンプ
ルになり、IT 投資回収率も向上します。

IBM i は、DB2 リレーショナル・データベース、業界最高レベルの
セキュリティー、標準搭載のインターネット・テクノロジー、ネット
ワーク、およびストレージ管理機能を高い信頼性を維持しながら組
み合わせ統合しています。ビジネス・アプリケーションの効率的な導
入を実現する優れた基盤により、2,500 社を超える ISV が提供する 
3,000 以上のソリューションをサポートします。IBM i 対応ソリュー
ションは、IBM のサービスとサポートの信頼性の高い基盤によっ
て支えられたIBM ビジネス・パートナーの高いスキル、グローバル
なネットワークを通じて提供されます。

IBM i は、UNIX アプリケーション向けランタイム環境である 
Portable Application Solutions Environment (PASE) を統合して
いるので、AIX と UNIX 用のアプリケーションをシステムに移植
できます。エミュレーション環境と混同してはならない点は、PASE 
上に移植されたアプリケーションは、プロセッサーを使用してハー
ドウェア上で直接実行できるという点です。追加の階層やオーバー
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ヘッドはありません。PASE アプリケーションは標準の IBM i ワー
ク・マネージメントを使用して IBM i ジョブで実行されるため、お客
様は UNIX システム管理手法を習得する必要はありません。IBM 
と ISV は、PASE を活用して、Java™、PHP、その他の高性能なソ
リューションをサポートしています。

統合された DB2 for i – ビジネス・データのために
最適化
IBM i における DB2 データベースとミドルウェアの統合設計は、独
自のビジネス価値を提供して、UNIX や Windows といったコン
ポーネント稼働環境との差別化を図っています。IBM は、IBM i オ
ペレーティング・システムのすべてのリリースとバージョンに、SQL 
標準ベースの DB2 for i を組み込んで統合しています。個別にイン
ストールし、構成する必要はありません。複数のファイル・システム・
オプションのほか、ネイティブ JDBC ドライバーなどの接続オプ
ションのサポートが組み込まれており、ビジネス全体でデータを統
合するために利用できるオプションの幅がさらに広がっています。

DB2 for iは、トランザクション処理アプリケーションとビジネス・
インテリジェンス・アプリケーションに存在するビジネス・データ用
に拡張性が高くセキュアな環境を提供します。DB2 は、オペレー
ティング・システムが IBM i、Windows、UNIX、Linux のいずれ
の場合でも、SQL、.NET、DRDA/CLI、ODBC、JDBC といっ
た標準ベースのインターフェースからアプリケーションにデータを提
供します。DB2 は、企業間でデータを交換する手段として一般的な 
XML もサポートします。

DB2 for i は、ビジネス・アプリケーションのパフォーマンスと信頼
性の向上に役立つ幅広い機能を提供します。例えば、DB2 for i が
提供するオブジェクト・リレーショナル・テクノロジーは、データベー
ス内の大規模な非リレーショナル・オブジェクト (イメージ、オーディ
オ、または XML 文書など) の管理を可能にするテクノロジーです。
また、SQL 業界標準に基づいて照会を管理するツールも幅広く提
供します。DB2 の拡張並列処理や照会最適化の手法は、「イン・メ
モリー」ソリューションの制限ない、アナリティクス用の極めて大規
模なデータベースの利用もサポートしています。

DB2 リレーショナル・データベースに保管されているデータの処理
に加えて、IBM i には、Windows や UNIX と同じような方法で
ファイルのストレージ管理をサポートする統合ファイル・システムも
あります。統合ファイル・システムは、11 個の異なるファイル・システ
ム (UNIX、Windows、NFS を含む) に階層ディレクトリー構造と
管理インターフェースを提供します。ファイル・システムにはそれぞ
れ、独自の論理構造とルール・セットがあります。システム固有のネ
イティブ・ファイル・システム・テクノロジーのみを重視するシステム
と比較すると、統合ファイル・システムでは、さまざまな稼働環境に
おけるさまざまなオープン・アプリケーションとの統合をはるかに柔
軟に行えます。

IBM i のお客様は、データベースに保管されている大量のデータ
に価値があることを知っています。データを分析し、実用的な情報
に変換する能力は、企業のリーダーがビジネス上の意思決定を行
う上で重要です。的確な情報は、意思決定の向上につながります。
IBM i のお客様には、多様な分析オプションがあります。DB2 Web 
Query は、データを分析し、重要なパフォーマンス・メトリックをリ
アルタイム・ダッシュボードに表示します。ヒート・マップやドリル・
ダウン・レポートなどの高度な視覚化により、傾向の把握や問題領
域の特定が簡単になります。IBM Cognos と SPSS 製品ファミリー
では、予測分析といった拡張機能のために IBM i データベースに
アクセスするためのエンタープライズ・ビジネス・アナリティクスを提
供し、お客様の維持、リスク分析、またはターゲットを絞ったマーケ
ティング・アプリケーションを支援しています。

効率的なビジネス・プロセスを実現する Web サービス
IBM は、DB2 for i に加えて、包括的でセキュアな Web サービス・
インフラストラクチャーを IBM i に統合しています。Web ベースの 
J2EE アプリケーション・サービスに使用される最新バージョンの 
WebSphere Application Server Express for i が環境に追加され
たほか、Apache で稼働する HTTP Web サーバー、WebSphere 
Liberty Core サーバーで稼働する Java J2C Web アプリケー
ション・サーバー、RPG プログラムや COBOL プログラムの Web 
サービスの簡単な作成、ホスティング、呼び出しを可能にする統合 
Web サービス環境が追加されています。最近では、Web ベースの 
PHP アプリケーション・サービス向けの Zend Server が加わり、
オープン・ソース・オプションを採用するために利用できるアプリ
ケーション・サービスの幅が広がっています。

仮想化による、複数のアプリケーションとプロセス
の管理
IBM i の効率性に貢献する重要な要素の 1 つは、複数のビジネス・
プロセスとアプリケーションを一緒に信頼性高く安全に実行できる
ことです。複数のオペレーティング・システムを使用してワークロー
ドを実行しているお客様から、IBM i ベースのサーバーの使用率が
インテル、UNIX、その他のミッドレンジ・ベースのシステムよりも高
いことが報告されています。IBM i を搭載する Power Systems の
高い使用率は、実績のあるさまざまな仮想化テクノロジーにより実
現します。例えば、サブシステム (複数のワークロードを単一のオペ
レーティング・システム・イメージで管理) や、IBM PowerVM を使用 
する論理区画などです。論理区画により、複数のワークロードを 1 台 
のシステムで実行しながら、独立したオペレーティング・システム・イ
メージで管理できます。

サブシステムは、IBM i インスタンス内の独立した稼働環境です。シ
ステムは、ジョブ、プロセス、アプリケーションに対するワークフロー
やリソースの使用を調整し、自動的に管理するとともに、特定のジョ
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ブ情報(データなど)を完全に分離して保持します。1 つの IBM i 
インスタンスには多数のサブシステムが含まれ、各サブシステムに、
システム・リソースを定義 (メモリー・プールやプロセッサー優先順位
など)して割り当てることができます。IBM i サブシステムは、Web、
バッチ、トランザクション処理といったアプリケーション・コンポー
ネントの分離に使用されており、複数ワークロードの活用における
理想的な選択肢です。

IBM PowerVM が提供する仮想化テクノロジーにより、IBM i、 
AIX、Linux オペレーティング・システムの複数のイメージを 
POWER プロセッサーをベースとした同一のシステムで実行でき、
リソースは区画間で自動的にバランス調整されます。インテルのプ
ロセッサーをベースとしたシステムにおける大部分の仮想化実装環
境とは異なり、PowerVM の Micro-Partitioning 機能は IBM メ
インフレームからの系譜であるハイパーバイザー・アーキテクチャー
をベースにしています。PowerVM ハイパーバイザーでは、オペレー
ティング・システムの機能と、システムのハードウェア・リソースを管
理するパフォーマンス最適化ファームウェア層とを確実に分離します。 
PowerVM ハイパーバイザーは、各オペレーティング・システム区
画 (IBM i、AIX、または Linux) が完全に独立し、保護されている
環境を実現します。プロセッサーごとに最大 20 個のマイクロ・パー
ティションを定義可能であり、マイクロ・パーティション間でプロ
セッサー・リソースは動的または自動的にバランス調整されます。 
PowerVM Active Memory Sharing は、メモリーを区画間でイン
テリジェントに移動させて、メモリーの使用率や柔軟性を向上さ
せる先進のメモリー仮想化テクノロジーを提供します。PowerVM 
Virtual I/O Server (VIOS) は、入出力リソースを仮想化し、資産
の使用率を高め、システム・コストを削減します。IBM i を導入して
いる企業は、論理区画を使用してビジネス・アプリケーションを日常
的に導入し、過去 10 年間にわたり IT 運用を最適化してきました。

優れたビジネス回復力を実現するための最適化
今日、多くの企業において、従業員とお客様に高度なサービス・レベ
ルを提供できる能力は重要な意味を持ち、クラウドの実装とモバイ
ル・デバイスの扱いには、継続的な可用性が必要となります。多くの
企業におけるアプリケーション導入において、IBM i の稼働環境の
回復力は長年にわたり業界で高く評価されてきました。企業におい
て、IBM i 稼働環境は最も重要なビジネス・アプリケーションの導
入に日常的に安心して利用されています。

高可用性ソリューションであるIBM PowerHA は、オペレーティン
グ・システム環境の拡張機能として統合されており、テストに裏付
けられた信頼性をお客様にお届けします。ビジネス環境において、
複数のベンダー製の異なるコンポーネントの組み合わせから生
じる障害のリスクを減らすことは、重要な要素の 1 つです。IBM 
PowerHA は、IBM Power Systems、IBM AIX、IBM i、IBM 
System Storage、PowerHA SystemMirror のメリットを提供します。 

PowerHA クラスターは、IT 実装のあらゆる段階で価値を提供す
る包括的なオファリングとリソースによって支えられています。これ
らには、オンデマンドのビジネス・ニーズに関するお客様の要件に対
応するようカスタマイズされた支援を提供する高可用性クラスター
実装サービスが含まれます。

監査とコンプライアンスのツールを使用した信頼性の高い 
セキュリティー
Windows と UNIX ベースのサーバーを使用する企業にとって、セ
キュリティーとウイルス管理は時間とコストの点で大きな課題となっ
ています。secunia.com によると、IBM i のセキュリティー・アドバ
イザリーは、Microsoft Windows Server や UNIX の稼働環境
よりもはるかに少ないという長年の実績があります。統合セキュリ
ティー環境に関する最近の ITG の調査では、IBM i は、企業にお
いて、極めて高いセキュリティー・レベルを実現していると結論付け
ています1。

導入しやすいオブジェクト・ベースの IBM i のセキュリティー・モデ
ルは、システム環境の導入と管理を安全に行うために必要な機能を
包括的に提供します。そのオブジェクト・ベースのアーキテクチャー
設計は、(ハードウェア・ストレージの保護による) オペレーティング・
システム・コードが変更されないように保護するほか、ウイルスの一
般的な原因であるファイルに保管されている実行可能な命令の実
行を防止することで、優れたウイルス耐性を提供します。また、IBM i  
は侵入検出や予防機能を組み込み、ハッカーからデータを保護し、
セキュリティーの変更と違反を追跡する監査ジャーナルを備え、
コンプライアンス対応と監査も支援します。

IBM i 7.2 では、DB2 for i 向けのセキュリティー・オプションが追
加されています。データのセキュリティー定義をさらにきめ細かく選
択できることは、今日のモバイルとソーシャル・コンピューティングの
世界において重要です。IBM i 7.2 の機能拡張により、アプリケー
ションをオープンにしながら重要なビジネス・データをロックして保
護できます。

今日においては、システムがモバイルや インターネットに接続され
ていて、ユーザーがいつでもどこでもサインオンして作業ができる
ため、システム上のすべてのオブジェクトで適切なレベルのセキュリ
ティーを確実に維持していくことが重要です。IBM i 7.3 の発表で
は、IBM i がオブジェクトの使用状況を監視して記録し、その後に
分析できるようにする機能を紹介しました。そして、セキュリティー
担当者がオブジェクトに対して適切なレベルの制約を適用するセ
キュリティー・スキームを設計するために使用できる、重要情報が記
録されるようになりました。

http://www.secunia.com/
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また、IBM i は、バックアップ・データと同様にディスク上のデータ
も暗号化するオプションをサポートするとともに、一部のデータベー
ス情報の暗号化や一般的なネットワーク標準 (SSL と VPN を含
む) もサポートしています。

ビジネス・セキュリティー・ポリシーの作成、導入、コンプライアンス
対応に役立つ IBM やISV の複数のツールを利用できます。

オープン・アプリケーション設計を選択可能
今日、アプリケーションは、テクノロジーを融合し、タスクに最も
適した言語と技法を使用して作成されています。IBM i は、C、
RPG、COBOL、C++ などの幅広いオープン・アプリケーション・
オプションをサポートする統合言語環境を提供します。Java、PHP、
EGL、Ruby などの Web ベース・アプリケーションやオープン・ソー
ス・アプリケーションとともに使用することで、従来のビジネス・ソ
リューションを刷新して、Web やモバイル・デバイスに拡張できます。 
IBM i で利用可能な ISVソリューションは常に開発言語と組み合
わせて導入されています。

バイナリー互換性とは、従来の環境から最新の IBM i 7.2 を稼働す
る IBM Power Systems 環境に既存のビジネス・アプリケーション
資産を移行できることを意味します。このような投資の保護により、
RPG、COBOL、CL で作成された従来のアプリケーションは、ア
プリケーション・コードを変更することなく、オペレーティング・シス
テムの新しい機能を活用できます。

Java や PHP は、多数のアプリケーションやコンポーネントを使用し
て IBM i で強力なオープン Web アプリケーション環境を提供します。 
PHP はその使いやすい開発方法により、IBM i に投資してきた
企業に自然に適合して、迅速な配置、既存のビジネス・アプリケー
ションとの簡単な統合を実現します。IBM i 向けの Zend Server に
は、PHP サーバーを介して接続されるモバイル・デバイスのサポー
トに適した環境が組み込まれています。

長年にわたり IBM は、IBM i で利用できるオープンソース言語
と、環境の充実に継続的に取り組んできました。7.3 では、PHP、
Ruby、Python、node.js、GCC、Samba など既存の強力な製品群
に加え、Git と Orion が追加されています。

シンプルな操作とストレージ管理
IBM i は、使いやすく強力なシステム管理機能で高く評価されてい
ます。通常、IBM i 稼働環境の管理に必要となる管理者の人数は、
UNIX システムや Windows システムの管理に必要な人数よりも
少なくなります。IBM Navigator for i は、ブラウザー・ベースのグ
ラフィカル・インターフェースであり、最小限のスキルとリソースでシ
ステムを管理できます。Web アプリケーションとして実行されるよう

になった Navigator は、Windows、Web、Android、タブレットを
はじめ、多数のインターフェースで実行されるブラウザーから IBM i  
の多くの機能を管理できます。

ストレージ管理ソフトウェアも、UNIX と Windows と比較して、
IBM i の重要な強みです。IBM i で実行されるアプリケーション
は、Linux、UNIX、Windows で実行される場合とは異なり、ディ
スク・ドライブに直接アクセスしません。代わりに、IBM i は複数
のディスク・ドライブ全体でデータのストレージを自動的に管理し、
バランスを取ります。ストレージの自動的なバランス調整により、パ
フォーマンスが最適化されるとともに、企業はディスク・デバイスの
再編成や、未使用スペースを再利用するためのディスクのデフラグを
しなくても済みます。また、IBM i では、RAID 6 やミラーリングと
いった多様な回復力オプションのほか、IBM System Storage が提
供するソリューションにより、ディスク・ストレージを保護できます。

IBM i が提供する階層型ストレージ管理により、ソリッド・ステート・
ドライブ (SSD) は、長時間実行の照会やバッチ・ジョブのパフォー
マンスを向上させます。最もアクティブなデータを SSD に自動的に
配置して、入出力応答の高速な SSD のメリットを容易に活用でき
ます。IBM i は、さまざまなストレージ・デバイスで各種 SSD をサ
ポートしています。

IBM i、AIX、Linux の論理区画のストレージをホスティングする
ことで、IBM i の高度なストレージ管理機能の価値をその他の稼
働環境にも広げられます。IBM i は、PowerVM でもサポートされ
ているため、Virtual I/O Server (VIOS) によって IBM i、AIX、
Linux の区画の入出力リソースを仮想化できます。仮想化テクノロ
ジーを使用することで、環境ごとにアダプターを別々に購入する要件
を減らせるため、コスト面のメリットも得られます。

戦略上重要な Web ベースの IBM Navigator for i のインター
フェースは今後も拡張され、システム管理者やデータベース・エンジ
ニアを支援します。パフォーマンスと使いやすさに関する更新に加
えて、IBM i 7.3 では多くの新機能が追加されています。また、履歴
システム・データの表示など、新しい視点も加わっているのが特長
です。

スムーズなビジネス拡大を可能にする拡張性
IBM i には、企業が IT 投資回収率を最大化するのに役立つさまざ
まな拡張オプションがあります。

スムーズな拡張の鍵を握るのは、Technology Independent 
Machine Interface (TIMI) です。TIMI は、アプリケーションと
ハードウェア (プロセッサーやディスク) との間に保護層を提供します。 
TIMI は、長年にわたって多くのテクノロジー世代で実績を収め、
アプリケーションが、ハードウェア・デバイスやプロセッサーのテク
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ノロジーの変更の影響を受けないように保護し、再コンパイルなし
にアプリケーションのアップグレードを可能にしてきました。IBM i 
は、現行のリリースに、前回または前々回のリリースから移行する際
のソフトウェア・アップグレードをサポートします。システムは、デー
タ構造やその他のオブジェクト特性を新しいオペレーティング・シス
テム・レベルに自動的に変更します。

Live Partition Mobility (LPM) により、実行中のワークロードを
システム間で移動できます。この機能は、マシンに保守やその他の
サービスが必要な場合に、計画停止を避けるために不可欠なもの
です。

Capacity on Demand は、スムーズなビジネス拡大をさらに支援す
る機能です。ビジネスを中断することなく、内蔵プロセッサーをアク
ティブ化し追加できます。IBM i で Capacity on Demand を使用
する場合は、パフォーマンス向上のために、稼働環境も、データベー
スやアプリケーションも再起動の必要はありません。

特長 メリット

効率的なビジネス・プロセスを実現する 
統合ミドルウェア

●●

●●

●●

●

●

●

標準ベースの DB2 データベース
TCO と TCA の大幅削減
IBM が設計し、インフラストラクチャー・スタックを出荷前にテスト

仮想化による、複数のアプリケーション 
とプロセスの管理

●●

●●

●

●

サブシステム・ワークロード・マネージャー
Micro-Partitioning と共用プロセッサー・プールを提供する PowerVM テクノロジー

優れたビジネス回復力を実現するため 
の最適化

●●

●●

●●

●●

●

●

●

●

組み込まれたクラスター・アーキテクチャーによる高い回復力
IBM i ディスク・ベース・クラスタリング向けの IBM PowerHA
IBM System Storage の回復力ソリューション
ISV が提供する論理複製ソリューションで広く活用されているトランザクション・ベースのジャーナリング

監査とコンプライアンスのツールを 
使用した信頼性の高いセキュリティー

●●

●●

●●

●●

●●

●

●

●

●

●

導入しやすいオブジェクト・ベースのセキュリティー・モデル
ウイルス耐性の高いオブジェクト・アーキテクチャー
侵入検出、予防、監査ジャーナル
ディスク上のデータとバックアップ・データの暗号化
SSL と VPN によるセキュアなネットワーク

オープン・アプリケーション設計を選択可能
●●

●●

●●

●●

●

●

●

●

IBM Rational 開発ツール
C、RPG、COBOL、C++、Java、PHP、CL
オープン・ソース・アプリケーションのサポート
Web サービス・アプリケーション・サポートの組み込み

シンプルな操作とストレージ管理
●●

●●

●●

●●

●●

●

●

●

●

●

Web ベースのシステム管理
統合ストレージ管理
階層型ストレージによるソリッド・ステート・ドライブ管理
IBM i、AIX、Linux のためにホストによって管理されるストレージ
PowerVM と VIOS による仮想化サポート

スムーズなビジネス拡大に対応する拡張性
●●

●●

●●

●

●

●

IBM PureSystems の Power コンピュート・ノードを含め、IBM POWER プロセッサー・ベース・システムの
サポート
テクノロジーに依存しないマシン・インターフェース
Capacity on Demand (プロセッサー、メモリー)



Notes
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